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　カーボンニュートラルの達成には、燃焼時にCOを排出しない
「水素」の活用が欠かせません。しかしその実現には、水素コスト
の低減が大きな課題であり、水素を液化し800分の1の体積にし
て大量に運搬できれば、有効な解決策となるでしょう。その際に
必須となるのが、-253℃まで冷却した液化水素を、大流量、かつ
ガス化しないよう効率的に移送するポンプです。

トリシマは、水素を「つくる」「はこぶ」「つかう」のすべてのプロセスにおいて必要不可欠な
大流量・高効率液化水素ポンプを開発しています。

大流量・高効率の液化水素ポンプ
運転試験に成功！

　トリシマは2021年、高温超電導モータを研究されている国立
大学法人 京都大学大学院工学研究科 中村武恒特定教授と共同
で液化水素ポンプの開発に着手しました。2023年度にはNEDO

（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の助
成事業「競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発
事業」に採択され開発を加速してきました。
　そして、3月6日・7日には、国立研究開発法人 宇宙航空研究開
発機構（JAXA）の能代ロケット実験場（秋田県）で-253℃の液化
水素を用いた運転試験を実施。想定通りの性能を確認することが
できました。液化水素ポンプとして世界最大流量、遠心ポンプに
よる昇圧量として世界最高圧を達成。技術面・コスト面での大き
な課題をブレークスルーする革新的な成果となりました。

トリシマが長年培ってきた高温・高圧多段ポンプの技術と、京都大学が研究開発してきた
高温超電導モータの技術を組み合わせ、従来の技術的な課題を解決するポンプが誕生

-253℃まで
冷やす

1
800

体積

液体
気 体

液化水素
吐き出し

液化水素
吸い込み

真空二重
断熱用器

超電導モータ

ポンプ
-253℃の
液化水素で
満たされている

液化水素が-253℃であるという極低温環境を
逆に利用し、高温超電導モータを採用すること
でモータ発熱を極限まで低減、液化水素のガス
化を抑制。

世界初！ 

開発したポンプの仕様
流　　量： 30.5 m³/hr
圧　　力： 1.6 MPaG
回転速度： 5,000 min-¹　
 密度の小さい液化水素を昇圧する
 ため高速回転を実現

能代ロケット実験場での-253℃の液化水素を用いた運転試験
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　大流量液化水素ポンプの運転試験成功に伴って、4月
11日にはメディア向けオンライン記者発表会を開催しまし
た。さまざまなメディア（新聞・雑誌・テレビなど）に取り上
げられ、カーボンニュートラル達成に欠かせない「液化水
素ポンプ」にも高い関心が寄せられています。
　今後は2030年以降の水素サプライチェーンの商用化
に向けて、さらなる大流量、高圧力をめざして開発を進め
ていきます。これにより、水素供給コストを国が将来的な
目標として掲げる20円/Nm³までの低減に貢献してまいり
ます。

液化水素ポンプの記者発表会を実施、さまざまなメディアに取り上げられました

オンライン記者発表会の収録動画は
← こちらからご覧ください 

　4月3日に鋳造工場の竣工式および火入れ式が厳かな
雰囲気のなか執り行われ、これから鋳造工場が安全で無
事に稼働するよう祈祷が捧げられました。工事を遂行して
いただいた関係各社およびトリシマの鋳造課全員のおよ
そ80名が見守るなか、新しい高周波電気炉の出湯も行わ
れました。
　トリシマは自社内に鋳造工場を有する国内屈指のポン
プメーカーであり、鋳造から加工、組立、試験、塗装まで、
一貫した生産体制を構築しています。その強みを活かし今
後さらなる発展を遂げていけるよう、生産性向上および作
業環境の改善を目的に、1975年に現在の鋳造工場が完
成して以来、約50年ぶりに大幅改装しました。
　刷新した鋳造工場では、耐震性ならびに集塵能力の増
強のほか、溶鉄に近い作業エリアなど危険を伴う作業を
省人化するための設備を設置。また、新たに容量10トン規

模の高周波電気炉や砂処理設備等を導入し省電力をめ
ざします。併せて年間約190トンの二酸化炭素の削減も見
込んでいます。今回の大幅改装により、生産能力は現状よ
り1.5倍となる見通しで、ポンプに使用する大型部品や特
殊部品の製造強化や部品の内製化による納期短縮、低コ
スト化を進めていきます。

鋳造工場のリニューアル工事が完了、生産能力1.5倍に

https://www.torishima.co.jp/2024/04/12/post-9450/

新しくなった高周波電気炉での初出湯

シェイクアウトマシン（青）、ミキサー（赤）の2台を更新
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・ グループワーク

・ スポーツ大会（バレーボール）、伝言ゲーム
・ 野外炊飯

「国立若狭湾青少年自然の家」にて2泊3日の新入社員研修を実施しました。
研修内容はカッターボート訓練や野外炊飯、スポーツ大会などチームワークが鍵となるものばかり。
プログラムを通して互いに出身や性別、年齢、言葉の壁を越えて絆を深め、充実した研修となりました。

初日と2日目は天候がすぐれなかったため
屋内での活動をメインとし、最終日には
カッターボート訓練に取り組めました。

新入社員 若狭湾研修を実施 4月3日～5日

Schedule

・ カッターボート訓練
・ グループワーク

1日目

2日目

3日目

カッターボート訓練

作成したポスター

グループワーク

野外炊飯

スポーツ大会

研修の感想
・ 同期どうしの絆が深まったので、研修に参加して良かったです。
・ 研修で得た学びを、実際の仕事でも生かしたいと思います。
・ グループワークの内容が新鮮で、社会人として
未来のことを考えて仕事をしなければいけないと実感しました。

グループワークで作成したポスターは、本社工場ビル2階「みなくる
ラウンジ」に掲示しています。いずれのポスターも新入社員のフレッ
シュな感性が光っており、先輩社員は足を止めて感心のまなざしで
見入っていました。

「2050年までに実現したい社会・夢」をテーマに
  班ごとにポスターを作成




